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市内全域運行が要望される福祉バス

利用者の増えた岩瀬庁舎窓口

当
初
予
算
の
設
計
委
託
料

一
〇
〇
〇
万
円
は
西
中
学

校
の
耐
震
設
計
費
用
と
聞
い
て
い

る
が
、
大
和
中
建
設
の
た
め
の
実

施
設
計
料
に
流
用
さ
れ
た
。
こ
の

補
正
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な

市
内
に
は
公
共
交
通
機
関

が
少
な
く
、
交
通
弱
者
が
市

役
所
や
病
院
、
買
い
物
等
に
行
く

と
き
に
不
便
を
来
し
て
い
る
。
利

用
者
の
一
部
負
担
等
も
考
慮
し
、

市
内
全
域
福
祉
バ
ス
の
運
行
を
実

施
さ
れ
た
い
。

市
長
　
当
市
出
身
の
都
内

在
住
の
方
や
、
市
内
の
石
材

業
の
方
か
ら
﹁
福
祉
に
使
っ
て
く

地
以
外
の
土
地
を
﹁
区
域
指
定
地

区
﹂
と
し
て
申
請
し
、
早
急
に
線

引
き
を
解
除
さ
れ
た
い
。

市
長
　
当
市
に
線
引
き
が

導
入
さ
れ
、
三
十
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
北
関
東
自
動
車
道
の

開
通
や
、
筑
西
幹
線
道
路
の
整
備

に
よ
る
新
た
な
都
市
基
盤
の
期
待

も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
一
部
用
途

地
域
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
区
域

指
定
の
手
法
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
農
地
緑
地
等
を
保
全
し
、

自
然
環
境
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ

る
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
五
月
に

教
育
施
設
検
討
委
員
会
の
答
申
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ

の
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
ま
し
て

や
特
例
債
に
つ
い
て
も
時
間
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。
閉
鎖

的
な
体
質
が
桜
川
市
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

市
長
　
生
徒
の
安
全
を
最
優

先
に
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

県
当
局
と
協
議
し
た
上
で
、
苦
渋

の
選
択
と
し
て
合
併
特
例
債
事
業

に
よ
る
実
施
を
決
断
し
ま
し
た
。

教
育
長
　
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
確
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
概
算
で
一
四
億
八
〇
〇

〇
万
円
で
、
そ
の
う
ち
、
特
例
債

は
一
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

教
育
次
長
　
十
分
な
説
明
で

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
し
て
い
な
い
か
。

だ
さ
い
﹂
と
多
額
の
寄
附
金
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
浄

財
を
も
と
に
、
さ
ら
に
資
金
を
確

保
し
、
近
い
将
来
に
有
料
で
運
行

実
現
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

都
市
計
画
の
線
引
き
見
直
し
は

定
住
人
口
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
幹
線
道
路
に
面
し
た
優
良
農

市
長
公
室
長
　
多
少
の
苦
情

は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
、

接
遇
態
度
や
各
職
員
の
資
質
の
向

上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
こ
の
ほ
か
、
各
部
長
よ
り
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
︶

大
和
中
学
校
の
建
設
資
金
は
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市
内
全
域
福
祉
バ
ス
の
運
行
は
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国民文化祭は、全国からさまざ
まな分野の文化活動を行って
いる人々が集い、交流する、国
内最大の文化の祭典で、平成
20年11月に茨城県で開催さ
れます。

昨
年
度
ま
で
に
桜
川
市
内

の
小
中
学
校
で
い
じ
め
は

あ
っ
た
か
。

教
育
長
　
小
学
校
十
一
件
、

中
学
校
で
九
件
あ
り
ま
し

た
。
学
校
長
を
中
心
に
保
護
者
に

も
呼
び
か
け
、
指
導
の
結
果
、
解

決
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
本
年
度
は
小
学
校

九
件
で
、
解
決
五
件
、
指
導

中
四
件
で
す
。
中
学
校
は
十
二
件

で
、
い
た
ず
ら
、
無
視
等
の
態
度

に
よ
る
も
の
は
解
決
し
て
い
ま
す

が
、
暴
力
一
件
が
指
導
中
で
す
。

対
応
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
と
教

員
の
二
者
面
談
、
毎
月
教
育

相
談
の
実
施
、
学
期
ご
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
い
じ
め

三
原
則
の
指
導
徹
底
と
い
じ
め
の

卑
劣
さ
、
命
の
大
切
さ
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

　 

ま
と
め
⋯
早
急
な
る
い
じ
め

防
止
の
体
制
づ
く
り
を
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

　■一般質問とは■

　一般質問は、議案とは関係なく議員

が市の行財政全般にわたって執行機関

（市）に対して説明を求める、または

所信をただすものです。

　質問する議員も、受ける執行機関も

十分な準備が必要であることから、他

の発言と違って、通告制が用いられて

います。

　今回の一般質問では５名の議員が登

壇し、市の姿勢をただしました。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
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国
民
文
化
祭
に
つ
い
て

桜
川
市
の
対
応
は
。

市
長
　
石
材
の
歴
史
と
文

化
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
ス

ト
ー
ン
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
、
筑
波
山
を
主
体
と
し
た
筑
波

嶺
と
万
葉
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
二
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　 

ま
と
め
⋯
美
し
い
町
並
み
と

文
化
が
共
存
し
た
桜
川
市
が
一
番

印
象
に
残
る
国
民
文
化
祭
に
な
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

そ
の
足
と
な
る
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
か

ら
の
急
行
バ
ス
存
続
も
お
願
い
し

た
い
。
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谷
貝
小
・
樺
穂
小
体
育
館
が

雨
漏
り
を
し
て
い
る
。
早
急

に
直
し
て
も
ら
い
た
い
。
大
和
中

新
校
舎
の
詳
細
と
岩
瀬
東
中
・
西

中
の
耐
震
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
来
年
度
に
谷
貝

小
、
平
成
二
十
年
度
に
樺
穂

小
の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
和
中
新
校
舎
は
、
六
ク
ラ
ス

︵
現
行
八
ク
ラ
ス
︶
を
基
準
に
設

計
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
年
度
に

岩
瀬
西
中
、
二
十
二
年
度
に
東
中

の
耐
震
工
事
を
進
め
ま
す
。

　 

ま
と
め
⋯
小
学
校
の
体
育
館

の
雨
漏
り
は
、
両
校
と
も
来
年
度

中
に
改
修
し
て
ほ
し
い
。

要
介
護
者
の
障
害
者
控
除
の

申
請
は要

介
護
者
は
障
害
者
に
該

当
す
る
。
障
害
者
控
除
の
申

請
が
で
き
る
旨
を
周
知
徹
底
し
て

ほ
し
い
。

福
祉
部
長
　
広
報
﹁
さ
く
ら

が
わ
﹂
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

猟
区
の
見
直
し
を

旧
緒
川
村
の
猟
区
は
平
成
十

六
年
度
に
廃
止
さ
れ
、
桜
川

市
猟
区
が
県
内
た
だ
一
つ
に
な
っ

た
。
三
年
後
に
見
直
し
期
を
迎
え

る
。
廃
止
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　
関
係
者
と
協
議
し

て
、
見
直
し
時
期
に
は
結
論

を
出
し
た
い
。

今
後
の
行
政
運
営
の
課
題
と

方
針
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
公
募
に
よ
る
市
民

委
員
に
も
参
加
を
い
た
だ

き
、
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

十
分
に
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協

力
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
、
谷
貝
小
学
校
の

廃
校
に
つ
い
て
の
意
見
、
協
議
は

な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

農
業
経
営
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
は
。

経
済
部
長
　
適
地
適
作
の
産

地
育
成
や
﹁
桜
川
ブ
ラ
ン
ド
﹂

の
確
立
、
販
路
の
拡
大
、
大
規
模
経

営
形
態
へ
の
移
行
や
企
業
方
式
の

導
入
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
小
企
業
や
地
場
産
業
︵
石

材
業
︶
の
活
性
化
対
策
は
。

経
済
部
長
　
各
種
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

石
材
業
を
含
め
た
中
小
企
業
等
の

振
興
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

谷
貝
小
学
校
廃
校
問
題
は

谷
貝
小
学
校
の
廃
校
問
題

に
つ
い
て
は
。

教
育
長
　
学
校
生
活
、
学
校

運
営
及
び
施
設
設
備
に
関

す
る
諸
問
題
等
を
調
査
し
、
適
正

な
学
校
規
模
の
検
討
と
、
学
校
の

持
つ
地
域
的
意
義
等
を
考
え
て
、

ま
ほ
ろ
ば
公
園
の
活
用
は

羽
田
山
に
ま
ほ
ろ
ば
公
園

が
あ
る
。
建
設
の
経
過
と
今

後
の
活
用
法
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長
　
平
成
六
年
か
ら

八
年
に
一
三
・
二
五
ha
、
約

二
億
円
を
か
け
て
県
が
整
備
し
、

旧
大
和
村
に
移
管
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
費
に

二
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
対
策
は
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合
併
後
の
行
政
運
営
に
つ
い
て
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134年の歴史を持つ谷貝小学校


